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１　はじめに
（１）着想

音楽教育講座では，学部と附属学校との合同研究を構

想するにあたって，音楽ならではの表現活動を軸にして，

教員，児童・生徒，学生間のコミュニケーションを図る

ことができないかと考えた。附属小・中学校はともに合

唱活動がさかんである。また，学部専門科目の合唱は，

最も履修学生数が多く，後期に行うミュージカルでは，

履修生以外にも伴奏等で多くの学生がかかわっている。

このミュージカルを学外で発表し，そこに附属小・中学

生が加わることは，大きな感動体験を共有するコミュニ

ケーション活動となる。また，練習過程で大学生が小・

中学生に指導を行う機会が生まれ，教育実践体験の拡大

を図ることができるのではないかと考えた。

（２） 研究の背景

ミュージカルは近年，日本でも頻繁に上演されるよう

になった。ぴあ総合研究所の「エンターテインメント白

書2008」によると，2007年のステージ市場（ミュージ

カル，演劇，歌舞伎など）は，観客動員数2103万人で

あるが，そのおよそ半分はミュージカルが占めている。

そのトップともいえる ｢劇団四季｣ は，年間300万人の

観客動員数を誇り，都市部専用劇場での公演の他，数多

くの地方公演を行い，ファン層を拡大している。

愛媛県内においても2006年に「地域文化の発信」を

コンセプトに東温市に ｢坊っちゃん劇場｣がオープンし，

愛媛・四国・瀬戸内の歴史文化伝統をテーマとした演目

を公演している。

このようなミュージカル人気を背景に，音楽教育にお

いてもミュージカルを表現活動として導入する実践が増

えている。特に平成10年公示の学習指導要領以来，授

業時間の大幅な削減と「総合的な学習の時間」の新設の

中で，新しい総合的な音楽表現の在り方としてミュージ

カルが着目されるようになった。

（３） 先行研究

学校におけるミュージカル活動は，小・中・高等学校

の音楽教員を中心に多くの実践が行われ，その成果が報

告されている。

平成13年度第32回中国･四国音楽教育研究大会（徳島

大会）で，井上は八幡浜市立愛宕中学校において行った

創作ミュージカルの実践を報告した。表現力を育成して

きた音楽科ならではの特性を活かすことによって「総合

的な学習の時間」の枠の中で，生徒主体の創造的な表現

活動が実現できるとした。

また，神戸市立荒田小学校の西沢は「総合的な学習の

時間」の実践として行ったミュージカル活動によって，

以下の３つの視点から，自己表現力が効果的に育成でき

ることを導き出している。

 

①　児童自身が選び決定する機会の導入

②　一人一人の児童が活躍できる場の設定，

③　児童の自由な表現活動の保障
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これらの小・中学校の実践から，「児童」「生徒」を「学

生」に置きかえれば，大学教育でもミュージカル活動の

有効性が期待できる。

大学教員養成課程での実践として，岡山大学の虫明は，

音楽教育講座定期演奏会において行った学生有志による

ミュージカル上演について考察を行っている。ミュージ

カル上演に際し，出演者たちが，楽しさ，充実感，創り

上げる連帯感，仲間意識などの高揚感を感じたことをア

ンケート調査から見出している。しかし，問題点として，

練習や準備に要する時間，分担の不明確さ等をあげ，今

後の公演継続のためには ｢学生主体の活動｣ に持って行

くこと，大学教員との連携，総合演習のような横断的な

カリキュラム内容の充実等について検討することが急が

れるとしている。

２　研究の目的
本研究は，附属小・中学校の児童・生徒と学部学生の

協力によって，学外にて音楽表現活動の発表（ミュージ

カル公演）を行おうとするものである。本研究では，こ

れまで行ってきた松山市や附属学校での公演に加えて，

特に芸術公演の少ない南予地域へも出張公演を企画し，

本学の教育活動の一環を広く公表するとともに，地域の

音楽文化発展にも寄与することを目的としている。

ミュージカルは，音楽に加え，脚本や演出・舞台美術

等の要素も含まれた総合的な芸術である。学生にとって，

ミュージカルを主体的に作り上げていく過程は，音楽表

現技能の習得のみならず，コミュニーション能力や創造

力を身に付けるよい機会となるであろう。さらに，公演

の成功によって得る感動は，小・中学生や大学生それぞ

れの学校・学生生活に大きな充実感をもたらすことにな

る。

また，今回取り組む，附属小・中学校の児童・生徒と

の共演は，学生が子どもたちに音楽を指導する実践的な

場面となり，教員養成の視点からも効果が大きいと考え

る。

３　仮説の立論
先述の先行研究や，これまで行ってきた学生主体の音

楽表現活動の成果をもとに，本研究における仮説を立論

した。  

【仮説１】

学部と附属学校の連携によるミュージカルの地域

公演は，本学の教育活動の一環を広く公表するとと

もに，地域の音楽文化発展に寄与する。

【仮説２】

総合的な芸術であるミュージカルを主体的に作り

上げていくことによって，小・中学生や大学生のコ

ミュニーション能力や創造力を育成し，それぞれの

学校・学生生活に大きな充実感をもたらす。

【仮説３】 

附属小・中学校の児童・生徒との共演によって，

学生が子どもたちに直接，音楽を指導する場面が増

え，学生の教職への意識や教師としての技量が向上

する。

４　研究の方法
本研究は，恒例の楽友会コンサートにおけるミュージ

カル公演を，学生主体性にもたせながら，附属小・中学

校の児童・生徒と共演させ，また，松山市以外の地方公

演を実現させることを，研究の柱とする。また，公演後

にアンケート調査を実施し，仮説の検証を試みる。

５　研究の内容
（１）学生主体の運営とミュージカル公演の変遷

本学の音楽教育講座では，旧特別教科（音楽）教員養

成課程創設以来，定期演奏会，卒業演奏会等の，大学主

催による学外に向けた公開演奏会を開催してきた。これ

らは，1999年から，楽友会（音楽教育講座に所属する

学生の自治組織）主催に移行し，学生主体で計画・立案・

運営を行うことになった。そして，2002年から，ミュー

ジカル上演が恒例となっている。

以下は2007年までの演目である。                 

2002年　キャッツ  

2003年　ウェストサイド・ストーリー 

2004年　美女と野獣 

2005年　ライオンキング 

2006年　キャッツ 

2007年　レ・ミゼラブル 

「公演継続のためには学生主体の活動に持っていくこ

19浅井秀典.indd   192 2009/10/08   16:43:40



大学・附属・地域を結ぶ音楽表現活動の試み

193

とが必要」とした岡山大学の報告について，本研究では

「準備に要する膨大な時間を，正規の授業の中では行う

ことができず，学生の自主活動に頼らざるを得ない」と

解釈している。その点では，本学では，既にその環境は

整っており，学生の自治的，組織的な活動に委ねること

が可能である。

（２）演目の決定

初のミュージカル上演から５年が経過し，ひとまず思

い切った挑戦をしようということから，2007年は「レ・

ミゼラブル」（クロード＝ミッシェル・シェーンベルク

作曲）を演目に選んだ。「レ・ミゼラブル」は，ヴィク

トル・ユーゴーの同名小説を原作としたミュージカルで

ある。1985年にロンドンで初演され，1987年度トニー

賞８部門を受賞するなど，ミュージカル不朽の名作の一

つとなっている。上演時間は，３時間近くに及ぶが，そ

の高い芸術性ゆえに，学生の挑戦への意欲は高まり，楽

友会コンサートとその後の附属学校公演でも，近年にな

い大好評を博した。2007年度は，それまで附属小学校

児童対象の附属学校公演を，附属中学校生徒にも公開す

る１日２回公演とした。このミュージカルの「今日を，

そして明日を生きる」というテーマが，特に中学生から

絶大な支持を得て，附属学校公演は反響をよんだ。しか

し，上演時間や演出の関係から大幅なカットを行ったこ

ともあり，内容的には未完成で，学生の間でもやり残し

た感があった。

2008年度は，小・中学生をキャストに加え，また地

方公演を行うという新たな目標を掲げた。学生らによる

演目決定ミーティングでは，できるだけレベルの高いも

のを地方で公開したいという意見が大勢を占めた。その

ためには，ゼロからスタートするよりも，既存の財産を

もとに，レベルの維持・向上や演出内容の充実を図るこ

とが重要という結論にいたり，あえて２年続きで「レ・

ミゼラブル」を選んだ。

（３）地方公演先の決定

地方への出張公演は，「レ・ミゼラブル」の内容から，

小学校高学年と中学生を対象とすることを考えた。公演

先として選んだ八幡浜市は愛媛県の南予に位置する。近

年は人口の減少が著しく，学校規模も縮小する一方であ

る。しかし，音楽的な土壌は豊かであり，地域の児童合

唱団や中学校の吹奏楽部の活動もさかんである。沿岸地

域特有の明るい「浜の気質」もあり，初の地方公演を豊

かな感性で受け入れてくれるのではないかと考えた。ま

た，八幡浜市は，附属小学校教諭で，学部非常勤講師と

して実際に合唱の授業を担当し，ミュージカルの指揮・

演出を行う楠，そして，学部音楽教育講座教員の井上の

出身地である。両名とも長く中学校教員として勤務した

地域であるため，学校関係者の協力を得やすいものと期

待した。今後も地方公演を継続するとして，まず初年度

の公演先は，縁のある八幡浜市に決定した。

（４）研究計画

３会場４回の公演を柱にして，以下の計画で研究を進

めた。なお，当然のことながら，研究の主体は，教員で

あるが，活動の主体は学生である。                 
年月 内　　　容 
2008年

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月 

2009年

１月

 

２月

演目決定「レ・ミゼラブル」 

台本見直し・作成 

オーディション・配役決定

オーケストラメンバー招集

オーケストラ練習開始・台本修正

小・中学生募集

ソリストメンバー練習

オーケストラ自主練習

小・中学生練習開始 

合唱練習開始　合同練習　台本読み最終

地方公演打ち合わせ・公演会場決定

立ち稽古・オーケストラ合わせ

大道具・小道具・衣装製作

練習仕上げ

公演１　楽友会コンサート

　（松山市コミュティセンター）

公演１反省・修正

地方公演打ち合わせ・会場下見

公演２　地方公演

　（八幡浜市立松柏中学校体育館）

公演３　附属学校公演

　（附属小学校体育館）

アンケート実施

（対象：出演児童・生徒・学生

　公演先児童・生徒・教員）
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衣　　装 
責任者 

音楽・オーケストラ

振り付け

写真１　学生指揮によるオーケストラの自主練習

写真２　地方公演会場の下見
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６　研究の実際
（１）学生の組織と役割分担

楽友会の中には，コンサート係があり，会場の手配や

全体の練習計画を立案し運営しているが，それとは別に

ミュージカル出演者による独自の組織がある。３回生の

責任者を中心にして以下の役割分担を行っている。

                                                 

             

（２）台本作成

学生責任者と指揮・演出の教員が打ち合わせを行い，

原語や日本語訳のスコアを参考にしながら，また独自の

演出やカットも考慮して，本公演用の台本を作成した。

（３）オーケストラ・スコア作成

毎年，伴奏のために，市販のピアノや旋律譜をもとに

して，その年ごとのオーケストラの編成に合わせたスコ

アを作成している。分担して行った「耳コピ」や演奏者

の編成や技量に合わせたオリジナルアレンジによる手作

り楽譜である。

（４）配役決め

７月にオーディションを行い，メンバーのバランスを

考えて決定した。このオーディションには，指揮・演出

を担当する教員もかかわる。

（５） 大道具・小道具・衣装製作

各担当責任者を筆頭に，出演者全員が分担して作り上

げた。背景画等は美術教育講座所属の学生に，また大道

具や配色・着色の仕上げは附属中学校の美術科教員に協

力を要請した。

（６）自主練習・個人練習

主要な役を担う学生は，各シーンの詳細な練習のため

に，指揮・演出担当教員の指導のもとで，個人練習を行っ

た。担当教員が附属小学校に勤務しているため，小学校

の放課後の時間を利用した。本学では，学部と附属学校

が近距離にあるため都合がよい。

また，伴奏合わせを行う時期から，オーケストラメン

バーは，学部演奏室の空き時間を利用して自主練習を

行った。メンバーの時間調整がつかず，夜間や休日に練

習を行うこともあった。

（７）楽友会コンサート

12月23日，楽友会コンサートを開催した。ミュージ

カルは，多くの観客から昨年よりもレベルアップしてい

るとの賛辞を得た。また，共演した附属学校の児童・生

徒も，リハーサル時から学生と行動をともにし，交流を

深めた。ミュージカルの好演が話題となって，楽友会コ

ンサートの集客数は，近年増加している。

（８）八幡浜公演打ち合わせ

１回目の公演である楽友会コンサート以後，年末年始

休暇をはさみ，それぞれが後期試験や卒業試験，卒業論

文執筆に取り組む中，初の地方公演に向けた準備を進め

た。１月下旬には代表学生２名と教員が八幡浜市を訪問

し，会場となる松柏中学校の下見や体育館舞台の採寸を

行った。体育館のステージが思ったより高く，せり出し

舞台を設置するために，松柏中学校区内のみかん農家か

ら，みかん用コンテナを数百箱借用して特設舞台を作る
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 写真３　附属学校公演の１コマ

 写真４　附属学校公演の１コマ

種類・区分 回答人数
①　八幡浜市中学校生徒

②　附属小学校児童（４年生以上）

③　附属中学校生徒

２４１

３０２

２６４
合　　計 ８０７

種類・区分 回答人数
④　八幡浜市中学校教員

⑤　附属小学校教員

⑥　附属中学校教員

１５

１４

　４
合　計 ３３
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ことになった。

（９）八幡浜公演

２月23日，学生74名，小・中学生５名，教員４名の

総勢83名が大型バス２台に分乗し，舞台セットを積載

した２tトラックともに，八幡浜市立松柏中学校を訪問

した。午前中に舞台作りと照明等の仕込み，通し稽古を

行い，午後から本番，撤収し，夕方までには大学に帰る

というハードスケジュールであった。

高校入試をひかえインフルエンザの流行も心配される

ことから，松柏中学校からは１・２年生が参加した。また，

近隣にある八幡浜市立八代中学校の２年生も午後の授業

をカットして松柏中学校まで足を運んできてくれた。両

校の教員と，この公演を聞きつけた市内小・中学校の音

楽科教員，報道関係者（地方紙・CATV）ら，260名余

が集まる中で，初のミュージカル地方公演を行った。公

演の成果や中学生の反応は，後の調査研究の項で述べる。

（10）附属学校公演

２月26日，附属小学校体育館において，午前中は附

属小学校全校児童を対象に，午後は附属中学校１・２年

生を対象として，２回公演を行った。昨年と同じ演目と

なったため，児童や生徒たちの反応や感想はさまざまで

あったが，最後の公演ということもあって，出演者の熱

の入れ方には並々ならぬものがあった。

午前・午後の終演後には，児童・生徒が出演者に握手

を求める列ができるなど，例年にはなかったハプニング

もあり，学生たちと附属学校の児童・生徒の交流の場が

自然と生まれた。

７　調査研究
（１）　アンケートの種類と回答人数

八幡浜公演と附属学校公演後に，アンケートを実施し

た。以下は，アンケートの種類と回答人数である。

Ａ　鑑賞した児童・生徒対象のアンケート          

このアンケートの内容は，ミュージカルについての意

見や感想，音楽の好みや経験，大学生への質問等である。

小・中学生別に，少し質問文の表現をかえてはいるが，

内容はほぼ同じである。（資料１・２）

 Ｂ　鑑賞した教員対象のアンケート

前半に，児童・生徒のアンケートと対応するミュージ

カル公演に関する質問を行い，八幡浜市の教員には愛媛

大学の広報活動に関する質問，附属学校の教員には，学

部・附属の連携に関する質問を加えた。（資料４・５）
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資料１　中学生対象（表）

資料２　中学生対象（裏）

資料３　感想文

種類・区分 回答人数
⑦　大学生

⑧　附属小学校６年生

⑨　附属中学校２年生

６０

　３

　２
合　計 ６５
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 Ｃ　出演した児童・生徒・学生対象のアンケート    

ミュージカルに出演した成果や感想について，大学生

と小・中学生の質問がそれぞれ対応するように工夫した。

（資料６・７）

（２）アンケートの内容

以下は，実際に回収したアンケート用紙である。特に

八幡浜市の中学生は真剣に回答しており，指導にあたっ

た教員に感謝したい。アンケートとは別に，両校の中学

生全員の感想文が，後日郵送されてきた。（資料３）

公演先の小・中学生からの回答や感想文は，出演した

大学生に回覧し，次回公演への励みとした。
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資料４　八幡浜市中学校教員 資料６　大学生（表）

資料５　附属学校教員 資料７　大学生（裏）
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グラフ１

グラフ３

グラフ２ グラフ４
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（３）アンケートの結果

Ａ　鑑賞した児童・生徒対象のアンケートから

質問１　本日の公演はいかがでしたか？

○松柏中学校の生徒のほとんどが「ア」である。

質問５　公演時間（約90分間）はどうでしたか？　

○「ア　長い」と感じた児童・生徒は男子の方が多い。

質問６　このミュージカルの内容やストーリーなどはわ

かりましたか？

○附属小・中学校は，昨年も観ているために内容は理解

している児童・生徒が多い。

質問７　これまで，ミュージカルやオペラなどの舞台音

楽を生で鑑賞したことがありますか？

○附属小・中学生の方が，舞台音楽を観る機会は多い。

附属小学校は毎年附属学校公演が行われきており，八
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グラフ５

グラフ６

グラフ７
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代中学校は文化祭でミュージカルを行っている。

 Ｂ　鑑賞した教員対象のアンケートから

質問１　本日の公演はいかがでしたか？

○回答人数が少ないため割合だけでは推測はできない

が，ほとんどの教員がミュージカルを楽しみ，大学生

の訪問を歓迎した。

○自由記述欄から，ミュージカル公演の効果を多く見出

せた。                                         

◇身近な場所の大学生や小・中学生が，これほどの舞

台を作ることができることを知ることは，中学生に

大きな力を与えてくれたと思います。（松柏中教員）

◇大学生の一生懸命さは生徒にも，よく伝わっていた

と思います。人はいろいろな出会いによって成長し

ていくと思います。今回の事業はとてもよい出会い

だったと思います。　　　　　　　　（八代中教員）

◇公演後，舞台によって握手を求めたのは，子どもた

ちの自然な動きです。すばらしかったです。

（附属小教員）

◇附属小・中と他の学校の違いはバックにシンクタン

クとなる大学がついていることだと思う。このメ

リットを最大限活用していくことで，より教育効果

が高まると思う。　　　　　　　　　（附属中教員） 

Ｃ　出演した児童・生徒・学生対象のアンケートから

質問２　ミュージカルの練習と本番を通して，あなたに

とってプラスになったこと（身に付いたこと，向上し

たこと，役にたったこと，以前より関心が高まったこ

となど）はどんなことですか？あてはまると思うもの

すべてに○をつけて下さい。

○大学生に最も多いのが，仲間との一体感や舞台を創り

あげたことへの充実感，人前で表現することの喜びで

ある。

○小・中学生は，大学生から指導を受けたことや大学生

との交流をプラスに感じている。

○大学生と小・中学生ともに，歌や合唱の技能は向上し

たと答えている。また，ミュージカルや舞台音楽への

関心も高まっている。
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資料８　小学１年生の感想文
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８　考察　－仮説の検証と研究の成果－
【仮説１】について

八幡浜公演は，ミュージカルや伴奏のオーケストラに

はじめて接する生徒が多く，アンケートや感想文から，

初の地方公演が有意義であったことは確かである。再演

を願う声も多数寄せられ，また，ローカル新聞やケーブ

ルテレビ局から取材を受けるなど反響は大きく「本学の

教育活動の一環を広く公表する」「地域の音楽文化発展

にも寄与する」の２点について大きな成果があった。

【仮説２】について

児童・生徒・学生のアンケートから，このミュージカ

ル公演で得た最も大きなものが「仲間とともに舞台を創

りあげていく楽しさや喜び」であったことがわかった。

また，鑑賞した児童・生徒も，音楽を通した大学生との

交流を楽しんだ。そして，その場面をほほえましく見つ

める教師の目もあった。

今回，アンケートの集計には入れていないが，附属小

学校１～３年生からも感想文が届いている。資料８は，

小学校１年生の感想文である。小学校から中学生が一つ

のミュージカルをしっかりと見つめ，音楽のすばらしさ，

人間の表現のすばらしさに気付くことができた。

すべてのアンケートや感想文に，感謝のことばが多数

あり，心のコミュニケーションが，それぞれの学校・学

生生活に大きな充実感をもたらしたものと考える。

その後の小・中学校の児童・生徒の様子を聞くと，音

楽のもっている力を認識している子どもが増え，表現す

ることの楽しさや喜びを感じながら，歌ったり演奏した

りしているようになったという。また，原作の「ああ無

情」を読む子どもも増えたそうである。

【仮説３】について

出演した小・中学生にとって大学生から学んだことは

大きかったようだ。しかし，大学生のアンケートからは

「指導技術が向上した」あるいは「教職への意識が高まっ

た」というような感想は，あまり発見できなかった。そ

れ以上に，自分自身の表現力の向上や舞台を成功させる

ことへの思いで必死だったようである。今後も，この取

組を継続し，経験を重ねられれば，教育への意識やスキ

ルも身に付くと考えたい。

９　おわりに　－今後の課題－
【仮説３】の検証をするために，今後も，継続的に大

学生による小・中学生への指導場面を設定したい。ミュー

ジカルのみならず，附属小・中学校の音楽の授業でも大

学生の表現活動によるアシスタントの機会を設けたい。

八幡浜市内の中学校からも，附属学校からも，今後と

もミュージカル公演を継続してほしいという声は大き

く，また，自分もミュージカルに参加したいという意見

も多数あった。（グラフ８）

しかし，小・中学校においては，「総合的な学習の時間」

の削減，選択教科の実質的な廃止などによって，さかん

に行われるようになった学校劇やミュージカルが，時間

確保ができないという理由で継続がむずかしくなってい

る。松山市内のある中学校では，文化祭の目玉として恒

例であった選択音楽履修生によるミュージカルは21年

度が最後になるという話もきいた。

本研究のような大学生によるミュージカルの出張公演

を通して，公演先の児童・生徒と音楽で交流し，一部で

も共演できるような取組や演出の工夫を行えば，音楽の

授業や学校行事の新しい形を生む可能性もある。

とはいえ，本学教育学部においても，音楽履修生の募
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グラフ８
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集定員は半減し，大きな労力を要するミュージカルを今

後も継続していくことは，次第に困難な状況になりつつ

ある。本研究を通して得た地域との連携・協力体制をよ

り深めながら，今後も，大学と地域とをつなぐ音楽表現

活動の在り方を模索したい。

質問　次に，このような学校訪問によって音楽を鑑賞す

るとしたらどのような内容がよいですか？（複数回答

可）

本研究に際して実施したアンケートには未処理の項目

が多数ある。アンケートの結果はすべて個別に集計して

おり，性や学年の差異，音楽経験との相関等によって，

より効果的なミュージカル上演の方法を見出そうとする

ものであった。時間をかけて分析を行い，今後の演目決

定や演出のヒント，表現技能の課題発見に役立てたい。

また，教員からは愛媛大学と地域，教育学部と附属学

校の連携に関する質問の回答を得ているが，標本数が少

ないこともあって，本研究では活用できていない。今後

ともデータの蓄積を行っていきたい。

なお，本稿は，平成20年度教育学部長裁量経費によ

る教育・研究促進（学部・附属学校園共同研究助成）事

業にかかる研究成果の一部を報告するものである。
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